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医療保険制度を続けていくため
昭和60年と平成16年を比較すると、老人医療費

は約３倍に増えています。国民全体の医療費に対す
る老人医療費の割合も約11％増加。このままでは、
医療保険制度の維持が難しくなってきました。
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昭和60年 平成６年 平成16年

平成17年度国民１人当たりの医療費＝259,300円
同年度75歳以上の１人当たり医療費＝819,100円

老人医療費（兆円）老人医療費（兆円）老人医療費（兆円）

国民医療費に対する
老人医療費の割合（％）

急速な高齢化や増え続ける医療費に対応するため
に、長寿医療制度は誕生しました。この制度の主な
特徴は、下記のとおりです。
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＊５月末日現在の、長寿医療制度に関する説明です。今後変更される場合があります。

●給付と財政運営を統一
今までは各医療保険に保険料を納め、給付は
老人保健制度から行っていました。長寿医療
制度は、より効率的な制度にするために、そ
れぞれの保険制度ごとに異なっていた財政運
営を、給付と統一しました

●保険料の平準化と、負担割合の明確化
被保険者全員が、所得に応じて保険料を負担
します。また、74歳以下の働く世代の老人
医療費に対する負担割合を明確にしたことに
より、財源についてわかりやすくしました

●広域連合を中心とした体制に移行
運営主体は広域連合です。市町村は、その窓
口となります
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①均等割保険料42,530円＋所得割保険料（前年所得－33万円）×7.96％
広域連合が定めた平成20年度・同21年度の均等割保険料は、年額42,530円。被保険者の

前年所得に応じて決まる、所得割の保険料率は7.96％です。川越市では、長寿医療制度の保
険料を７月中旬に発送する納付書でお知らせします。９月までは、納付書で納めます。
10月以降は、年額18万円以上の年金受給者で、同保険料と介護保険料の合計が年金の半分

以下の方は、年金から天引きされます。それ以外の方は、納付書で納めます。

②保険料の減免や軽減措置があります
前年の世帯の所得に応じて、均等割保険料の７割・５割・２割の軽減があります。
被用者保険の被扶養者であった方には加入後２年間、均等割保険料を５割・所得割保険料を

全額免除します。さらに今年度は経過措置として、９月まで均等割保険料を全額免除、10月
から来年３月まで均等割保険料を９割軽減します。

＊保険料の減免や軽減措置について、詳しくは医療助成課または広域連合にお尋ねください。

＊保険料を確認したい方は、同一世帯の被保険者全員と世帯主の、平成
19年の所得がわかる物を用意して、医療助成課にお尋ねください。

●国民健康保険（国保）に加入していた、平均的な年金受給者で１人世帯の場合の例

●厚生年金を受給している夫と基礎年金を受給している妻、２人世帯の場合（７割軽減）の例

本人（78歳）本人（78歳）本人（78歳）
年金収入250万円年金収入250万円年金収入250万円
（所得130万円）（所得130万円）（所得130万円）
の場合の場合の場合

１年間に支払う保険料の計算方法
①均等割保険料
42,530円

②所得割保険料（10円未満切り捨て）
（250万円－公的年金控除120万円－基
礎控除33万円）×所得割保険料率
7.96％＝77,210円
①42,530円＋②77,210円＝119,740円
国保と比較すると→1,060円の負担減
長寿医療制度＝119,740円
川越市国保＝120,800円

夫（79歳）夫（79歳）夫（79歳）
年金収入167万円年金収入167万円年金収入167万円
（所得47万円）（所得47万円）（所得47万円）
の場合の場合の場合

１年間に支払う保険料の計算方法
①夫の均等割保険料（10円未満切り捨て）
42,530円×７割軽減該当＝12,750円

②夫の所得割保険料（10円未満切り捨て）
（167万円－公的年金控除120万円－基
礎控除33万円）×所得割保険料率
7.96％＝11,140円
夫は①12,750円＋②11,140円＝23,890円
妻は均等割保険料のみ12,750円
国保と比較すると→740円の負担増
長寿医療制度
夫23,890円＋妻12,750円＝36,640円

川越市国保（合算後、100円未満切り捨て）
夫24,650円＋妻11,280円＝35,900円

妻（76歳）妻（76歳）妻（76歳）
年金収入79万円年金収入79万円年金収入79万円
（所得０円）（所得０円）（所得０円）
の場合の場合の場合


